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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

は
じ
め
に
、
令
和
６
年
７

月
25
日
か
ら
の
大
雨
災
害
に

際
し
ま
し
て
、
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
や
ご
遺
族
に
対

し
、
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

第
58
回
山
形
県
老
人
福

祉
大
会
が
、
こ
こ
酒
田
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
本
日
御
参
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
県
の

高
齢
者
福
祉
の
推
進
に
御
尽

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
、

高
齢
者
の
健
康
や
福
祉
の
向

上
に
努
め
ら
れ
、
こ
の
度
、

表
彰
並
び
に
感
謝
状
を
受
け

ら
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
お
元
気
で
、
な
お
一
層

御
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
御

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
県
の
高
齢
者
数

は
、
令
和
５
年
10
月
時
点
で

約
36
万
人
、
高
齢
化
率
は

35
・
2
％
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
比
率
は
今
後
更
に
高
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
化
が

急
速
に
進
展
す
る
中
、
県
民

の
皆
様
が
い
き
い
き
と
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

は
、
行
政
や
関
係
機
関
な
ど

が
一
体
と
な
り
、
高
齢
者
お

一
人
お
ひ
と
り
の
健
康
づ
く

り
、
介
護
予
防
等
へ
の
取
組

み
や
孤
立
防
止
に
向
け
た
地

域
の
仕
組
み
な
ど
が
必
要
で

あ
り
、
そ
こ
に
元
気
な
高
齢

者
の
皆
様
に
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
県
で
は
、
今
年
３
月
に

策
定
し
た
「
や
ま
が
た
長
寿

安
心
プ
ラ
ン
」
に
お
き
ま
し

て
、「
互
い
に
支
え
合
い
な

が
ら
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り

が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
山
形
県

の
実
現
」
を
基
本
目
標
に
掲

げ
、
互
い
に
支
え
合
い
、
役

割
と
生
き
が
い
を
も
っ
て
共

に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
み
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

本
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
り
ま
す
「
の
ば
そ
う
！　

健
康
寿
命
、
担
お
う
！　

地

域
づ
く
り
を
」
の
も
と
、
県

と
し
ま
し
て
も
、
皆
様
と
緊

密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
取
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
開
催
に
あ
た
り

御
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関

係
者
の
皆
様
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
般

社
団
法
人
山
形
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
並
び
に
県
内
各
地

域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
今
後
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
御
参

会
の
皆
様
の
御
健
勝
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

山
形
県
知
事

山
形
県
知
事
　　
吉
村
美
栄
子

吉
村
美
栄
子

　
　

あ
い
さ
つ
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第
58
回
山
形
県
老
人
福

祉
大
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
県
議
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
、
高
齢
者

福
祉
の
向
上
に
多
大
な
る

御
尽
力
を
賜
り
ま
し
て
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
た
だ
い
ま
栄
え

あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

の
こ
れ
ま
で
の
御
功
績
に

対
し
ま
し
て
、
あ
ら
た
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
の
更
な
る
御

活
躍
を
御
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
県
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者
数
は
、
令
和

５
年
時
点
で
約
36
万
１
千

人
、
県
内
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
35
・
２
％
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
高

齢
化
率
は
上
昇
を
続
け
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ

禍
が
も
た
ら
し
た
影
響
も

あ
り
、
地
域
に
お
け
る

人
々
の
暮
ら
し
や
社
会
経

済
構
造
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
に
対
応

し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
誰
も
が
健
や
か

に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

に
は
、
高
齢
者
の
長
年
培

わ
れ
て
き
た
経
験
と
知
識

を
活
か
す
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
互

い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
介
護

人
材
の
確
保
な
ど
、
高
齢

者
の
生
活
の
環
境
の
整
備

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

本
日
、「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地

域
づ
く
り
を
」
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
の
も
と
、
関
係
者

の
皆
様
が
一
堂
に
会
し
、

本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
は
誠
に
意
義
深
く
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
連
携
の
一
層
の
強

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

県
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
誰
も
が
健
や
か
に

活
き
活
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
、
安
全
・
安
心

な
地
域
社
会
づ
く
り
の
推

進
に
向
け
て
、
今
後
も
力

を
注
い
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
、
御
支
援
と
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
山
形
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
並
び
に
県

内
各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
ま
す
ま
す
の
御
発
展

と
、
御
参
会
の
皆
様
の
御

健
勝
・
御
活
躍
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
の
経
験
と
知
識
を
活
か
し
て

高
齢
者
の
経
験
と
知
識
を
活
か
し
て

山
形
県
議
会
議
長

山
形
県
議
会
議
長
　　
森
田
　
　
廣

森
田
　
　
廣
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◆
老
人
ク
ラ
ブ
の
指
導
育
成

に
特
に
貢
献
の
あ
っ
た
者

山
形
市�

安
食
緋
呂
子

山
形
市�

近
藤　

元
一

山
形
市�

神
保　

末
夫

山
形
市�

鈴
木　

順
三

村
山
市�

奥
山　

幸
作

村
山
市�

柴
田　
　

勝

村
山
市�

竹
村　
　

徹

天
童
市�

鈴
木　
　

武

天
童
市�

相
澤　

範
夫

東
根
市�

堀
江　

富
治

中
山
町�

鈴
木　

政
明

大
江
町�

富
樫　

文
夫

新
庄
市�

横
山　

祥
二

真
室
川
町�

沓
澤　
　

章

長
井
市�

後
藤　

幸
藏

川
西
町�

鈴
木　
　

博

飯
豊
町�

勝
見　

敏
雄

鶴
岡
市�

田
中
百
合
子

鶴
岡
市�

菅
原
ア
ツ
子

酒
田
市�

新
舘　
　

武

酒
田
市�

齋
藤　

良
子

酒
田
市�

松
山　
　

諄

酒
田
市�

五
十
嵐
正
樹

計
23
名

◆
老
人
福
祉
施
設
等
の
介
護

職
員
と
し
て
通
算
15
年
以

上
業
務
に
精
励
し
、
他
の

範
と
認
め
ら
れ
る
者

野
崎　

祐
子
／
結
城
美
智
子

國
井　

千
佳
／
小
松　

艶
子

鈴
木
由
香
里
／
冨
樫　

和
則

相
澤　

一
騎
／
稲
葉
智
恵
子

富
田　

清
香
／
大
類　

準
子

佐
藤　

豊
美
／
田
澤　

郁
子

津
田　

通
子
／
我
妻　
　

学

佐
藤
美
由
紀
／
猪
口　

雪
子

阿
部　

優
子
／
小
室　

桂
子

濱
田
く
み
子
／
成
澤　

浩
子

宇
津
木
尚
也
／
土
屋　

洋
章

皆
川
美
和
子
／
髙
橋　

恵
子

小
林　

茂
美
／
鈴
木　

啓
子

原
田
理
香
子
／
近
野　

博
英

志
田　
　

尚
／
村
山
麻
由
美

髙
野　

淳
子
／
佐
藤
知
恵
美

手
塚　

眞
弓
／
長
岡　

律
子

廣
谷　

深
雪
／
薮
田　

朋
子

諏
訪　
　

望
／
遠
藤　

香
織

五
十
嵐　

潮
／
佐
藤
ゆ
か
り

澁
谷　

玲
子
／
相
馬　

香
織

小
野
寺
美
紀
／
小
松
い
づ
み

斎
藤　

乙
美
／
小
林　
　

寛

大
井　

由
佳
／
齋
藤　

ゆ
り

計
48
名

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰

◆
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労

山
形
市�

志
鎌　

房
雄

山
形
市�

五
十
嵐
信
子

山
形
市�

今
田　

一
夫

山
形
市�

板
垣　
　

毅

山
形
市�

染
谷
美
恵
子

山
形
市�
岸
野
太
之
助

山
形
市�
小
林
健
次
郎

山
形
市�

長
沼　

冨
男

米
沢
市�

青
木　

秀
典

鶴
岡
市�

本
間　

節
雄

鶴
岡
市�

石
田　
　

誠

鶴
岡
市�

宮
崎　

正
視

県
知
事
感
謝
状
・
県
老
連
会
長
表
彰

感
謝
状
受
章
者�

（
敬
称
略
）

山
形
県
知
事
感
謝
状
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鶴
岡
市�

齋
藤　

彦
一

酒
田
市�

伊
藤　

信
弘

酒
田
市�

武
田　
　

茂

酒
田
市�

渡
部　

圏
二

酒
田
市�

斎
藤　
　

薫

酒
田
市�

髙
橋　

富
男

新
庄
市�

柏
倉
八
百
吉

村
山
市�
井
上　

堅
一

村
山
市�
井
上　

繁
雄

村
山
市�

原
田
芙
美
子

村
山
市�

佐
藤　
　

武

村
山
市�

板
垣　
　

勝

長
井
市�

五
十
嵐　

繁

長
井
市�

大
石　

辰
郎

天
童
市�

鈴
木　
　

武

天
童
市�

相
澤　

範
夫

東
根
市�

高
橋　

英
司

東
根
市�

結
城　

幸
一

東
根
市�

黒
田　

庄
治

東
根
市�

東
海
林
正
義

尾
花
沢
市�

北
山　

正
一

尾
花
沢
市�

早
坂　

惣
市

南
陽
市�

山
田　

正
春

大
江
町�

大
谷　

和
平

朝
日
町�

成
原　

勝
志

西
川
町�

阿
部　

富
雄

河
北
町�

角
川　

悦
子

河
北
町�

小
林　

好
治

大
石
田
町�

大
沼　

博
明

大
石
田
町�

五
十
嵐
恭
也

舟
形
町�

信
夫　

哲
雄

大
蔵
村�

佐
藤　

利
明

大
蔵
村�

鈴
木　

君
德

鮭
川
村�

荒
木
美
津
子

真
室
川
町�

青
山　

茂
雄

真
室
川
町�

小
松　

定
夫

最
上
町�

菅　
　

義
幸

最
上
町�

髙
橋　

光
廣

飯
豊
町�

松
田　

健
次

飯
豊
町�

後
藤　
　

繁

小
国
町�

仁
科　

光
悦

小
国
町�

加
藤　

愛
子

三
川
町�

佐
藤　

雄
造

遊
佐
町�

髙
橋
与
志
夫

遊
佐
町�

遠
藤　

重
幸

遊
佐
町�

真
嶋　

一
雄

遊
佐
町�
鈴
木　

金
一

遊
佐
町�
髙
橋　

良
明

遊
佐
町�

佐
藤　
　

勇

遊
佐
町�

髙
橋　

秀
夫

遊
佐
町�

今
野　

忠
勝

計
63
名

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

山
形
市
　

　

新
江
俣
新
生
会

鶴
岡
市　

　

鼠
ヶ
関
老
人
ク
ラ
ブ

新
庄
市　

　

楽
天
会

山
辺
町　

　

近
江
あ
け
ぼ
の
会

大
江
町　

　

深
沢
福
寿
会

大
石
田
町　

　

朝
日
町
老
人
ク
ラ
ブ

遊
佐
町　

　

上
小
松　

長
寿
会

遊
佐
町　

　

平
津　

平
都
会

計
８
団
体

県知事感謝状を授与　酒田市　五十嵐正樹さん県知事感謝状を授与　酒田市　五十嵐正樹さん
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

令和6年度令和6年度
県内一斉会員加入促進キャンペーン表彰県内一斉会員加入促進キャンペーン表彰

達成おめでとうございます達成おめでとうございます

区　　分 市町村老連数 クラブ数 会員増数
①新規会員10％増 19 57 287
②70歳未満会員割合5％増 10 18 ―
③再結成・再加入、新規結成クラブ 6 6 127
④市町村老連会員増 2 ― 40

計 81 454

県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
・

県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
・

単
位
ク
ラ
ブ
数
が
減
少
に
あ
る
実

単
位
ク
ラ
ブ
数
が
減
少
に
あ
る
実

態
を
踏
ま
え
、
平
成
９
年
度
か
ら

態
を
踏
ま
え
、
平
成
９
年
度
か
ら

「
会
員
加
入
プ
ラ
ス
５
人
作
戦
」、

「
会
員
加
入
プ
ラ
ス
５
人
作
戦
」、

さ
ら
に
平
成

さ
ら
に
平
成
2222
年
度
か
ら
は
３
カ

年
度
か
ら
は
３
カ

年
を
単
位
に
計
画
・
実
施
す
る
「
県

年
を
単
位
に
計
画
・
実
施
す
る
「
県

内
一
斉
会
員
加
入
促
進
キ
ャ
ン

内
一
斉
会
員
加
入
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
、
県
内
の
老
人
ク
ラ

ペ
ー
ン
」
を
、
県
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
が
共
通
の
目
標
を
持
ち
、
一
丸

ブ
が
共
通
の
目
標
を
持
ち
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
す
す
め
て

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
す
す
め
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

表
彰
４
区
分
を
対
象
に
し
て
取

表
彰
４
区
分
を
対
象
に
し
て
取

り
組
み
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
、

り
組
み
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
、

達
成
ク
ラ
ブ
を
市
町
村
老
連
か
ら

達
成
ク
ラ
ブ
を
市
町
村
老
連
か
ら

申
請
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

申
請
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

は
、
各
部
門
を
と
お
し
て

は
、
各
部
門
を
と
お
し
て
2222
老
連
老
連

よ
り
申
請
が
あ
り
、

よ
り
申
請
が
あ
り
、
8181
ク
ラ
ブ
・

ク
ラ
ブ
・

２
連
合
会
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

２
連
合
会
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
「
地
域
に
老
人
ク
ラ
ブ

今
後
も
「
地
域
に
老
人
ク
ラ
ブ

の
灯
を
消
す
な
！
」
を
合
言
葉
に
、

の
灯
を
消
す
な
！
」
を
合
言
葉
に
、

県
老
連
と
市
町
村
老
連
が
一
体
と

県
老
連
と
市
町
村
老
連
が
一
体
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
仲
間
づ
く
り

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
仲
間
づ
く
り

を
基
本
に
し
た
新
規
会
員
を
増
や

を
基
本
に
し
た
新
規
会
員
を
増
や

す
活
動
に
加
え
、
現
在
あ
る
ク
ラ

す
活
動
に
加
え
、
現
在
あ
る
ク
ラ

ブ
の
活
性
化
や
、
解
散
や
休
会
し

ブ
の
活
性
化
や
、
解
散
や
休
会
し

て
し
ま
っ
た
ク
ラ
ブ
の
再
結
成
・

て
し
ま
っ
た
ク
ラ
ブ
の
再
結
成
・

再
加
入
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

再
加
入
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

未
組
織
地
域
に
結
成
を
呼
び
か
け

未
組
織
地
域
に
結
成
を
呼
び
か
け

る
行
動
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き

る
行
動
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

夏
祭
り
や
い
も
煮
会
で

呼
び
掛
け

昨
年
度
ま
で
は
会
員
増
強
に
つ

い
て
会
員
の
意
識
も
低
く
、
な
か

な
か
増
強
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
末
に
会
員
数
が
20
名

を
下
回
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

会
員
の
意
識
が
向
上
し
ま
し
た
。

会
員
増
強
運
動
は
、
地
区
住
民

が
集
う
機
会
を
最
大
限
に
活
用
し

ま
し
た
。
青
年
部
の
夏
祭
り
等
の

会
合
や
、
地
区
の
い
も
煮
会
等
で

新たな仲間を迎えて交流会

あ
や
め
寿
会（
長
井
市
）

会
員
数
：
29
名

会
　
長
：
鈴
木
　
宏
明

新
規
会
員
10
％
増
・
70
歳
未
満
会
員
割
合
５
％
増　

ダ
ブ
ル
達
成
ク
ラ
ブ
紹
介
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

成
功
の
秘
訣
は
　
　
　

�

連
携
と
主
体
性

新
庄
市
は
、
会
員
の
高
齢
化
が
進

む
一
方
で
、
団
塊
世
代
が
70
歳
を
過

ぎ
て
も
仕
事
を
続
け
て
い
る
た
め
、

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
者
が
な
か
な

か
増
え
な
い
現
状
で
す
。
ま
た
、
長

年
続
け
て
き
た
盆
踊
り
や
町
内
の
交

流
行
事
の
開
催
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
新
庄
祭
り
の
山
車
行

事
だ
け
は
、
若
連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
よ
り
今
も
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
会
で

は
町
内
会
や
組
長
会
議
、
若
連
、
そ

し
て
民
生
委
員
に
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

自
ら
が
出
向
き
、
入
会
の
応
援
を
頼

む
と
い
う
P 

R
作
戦
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会
員
が
抜
け
た
分
は
必

ず
補
充
す
る
と
い
う
決
意
の
も
と
、

既
存
会
員
が
口
コ
ミ
で
入
会
を
促
進

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
会
員
が
集

ま
る
場
を
増
や
す
工
夫
と
し
て
、
サ

ロ
ン
活
動
や
１
０
０
歳
体
操
、
茶
飲

み
話
の
時
間
を
設
け
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
と
積
極
的

な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

加
入
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、

会
員
が
近
郊
の
人
と
茶
飲
み
の
話

を
す
る
な
ど
、
知
り
合
い
の
呼
び

込
み
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

あ
や
め
寿
会
は
、
年
度
総
会
、

あ
や
め
観
賞
会
、
い
も
煮
会
、
忘

年
会
、
新
年
会
、
そ
し
て
研
修
旅

行
な
ど
を
年
度
計
画
に
入
れ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
市
老

ク
連
、
中
央
地
区
老
ク
連
の
行
事

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

会
員
増
強
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
も
新
規
会
員
の
入
会
を
得
る
べ

く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

増田漆蔵にて、歴史と文化を堪能

ワナゲを通じて深まる交流

末
広
町
寿
会
（
新
庄
市
）

会
員
数
：
28
名
　 

会
　
長
：
矢
口
　
　
實

新
規
会
員
10
％
増
達
成
ク
ラ
ブ
紹
介

きららクラブ山形7 第39号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

9
月
4
日
（
水
）、
酒
田
市

民
会
館
「
希
望
ホ
ー
ル
」
で

行
わ
れ
た
第
58
回
山
形
県
老

人
福
祉
大
会
。
会
場
に
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
役
員
や
関
係
者

な
ど
約
８
５
０
人
が
参
加
し

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

準
備
期
間
中
で
あ
っ
た
7

月
25
日
～
26
日
に
、
酒
田
市

を
は
じ
め
庄
内
・
最
上
地
域

で
大
雨
災
害
が
発
生
し
、
酒

田
市
内
で
の
被
害
も
大
き
く
一

時
は
中
止
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て

は
『
災
害
復
興
支
援
』
と
し
て

本
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
山
形
県
共
同

募
金
会
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

大
雨
災
害
義
援
金
の
た
め
に
募

金
箱
を
設
置
。
お
か
げ
さ
ま
で

大
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
よ
り
２
万
３
８
９
円
の

募
金
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
義

援
金
は
、
山
形
県
共
同
募
金
会

を
通
じ
て
被
災
地
に
贈
ら
れ
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ 岸部県老連会長の式辞

会長表彰の授与　酒田市　渡部　圏二

「太鼓道場　風の会」の力強い和太鼓

きららクラブ山形 8第38号

復
興
支
援
と
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も
に
盛
大
開
催

復
興
支
援
と
と
も
に
盛
大
開
催



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
歓
迎
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
「
太
鼓
道
場
風

の
会
」
か
ら
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
存
在
意
義
を
高
め
る
た
め

の
宣
言
案
を
起
草
、
賛
同
す
る

み
な
さ
ま
か
ら
盛
大
な
拍
手
を

持
っ
て
宣
言
案
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

矢口市長より歓迎あいさつ漆山副会長より大会宣言

会場内に設置した募金箱

２万３８９円
集まりました

きららクラブ山形9 第38号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

受
賞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

「
若
手
リ
ー
ダ
ー
育
成
功
労
賞
」

「
若
手
リ
ー
ダ
ー
育
成
功
労
賞
」

今
年
度
か
ら
全
老
連

会
長
表
彰
に
「
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
功
労
賞
」
と

「
若
手
リ
ー
ダ
ー
育
成
功

労
賞
」
の
受
賞
区
分
が

増
え
、
こ
の
た
び
県
老

連
は
初
の
「
若
手
リ
ー

ダ
ー
育
成
功
労
賞
」
に
、

高
畠
町
老
連
若
手
委
員

会
初
代
委
員
長
の
伊
澤

良
治
さ
ん
を
推
薦
し
、

受
賞
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

受
賞
を
記
念
し
て
伊

澤
さ
ん
の
若
手
委
員
会

に
馳
せ
る
想
い
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し

た
。━

若
手
委
員
会
を

　

 

始
め
た
き
っ
か
け
━

高
畠
町
に
若
手
委
員

未
来
を
担
う
若
手

未
来
を
担
う
若
手

高
畠
町
老
連
・
伊
澤
さ
ん
が
語
る
熱
き
想
い

高
畠
町
老
連
・
伊
澤
さ
ん
が
語
る
熱
き
想
い

会
を
設
置
す
る
と
き
、
当

時
の
会
長
か
ら
声
が
か

か
り
「
発
足
の
手
伝
い

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
老

人
ク
ラ
ブ
は
地
域
に
あ

る
と
認
識
し
な
が
ら
も

当
時
60
代
だ
っ
た
私
た

ち
に
は
も
の
す
ご
い
抵

抗
感
が
あ
っ
て
「
自
分

に
は
ま
だ
早
い
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
員
の
高

齢
化
は
若
手
の
加
入
が

少
な
い
こ
と
で
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
が
消
え
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
同
年
代
の
仲
間

に
呼
び
か
け
て
「
と
り

あ
え
ず
自
分
た
ち
が
楽

し
む
組
織
を
創
る
」
と

い
う
目
的
で
「
昭
和
青

年
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
し

ま
し
た
。

━
昭
和
青
年
ク
ラ
ブ

　

 �

と
は
━

地
域
に
老
人
ク
ラ
ブ

が
な
い
、
ま
た
は
地
域

の
ク
ラ
ブ
に
入
る
の
は

抵
抗
感
が
あ
る
な
ど
の

理
由
で
会
員
に
な
れ
な

い
人
を
受
け
入
れ
る
町

連
合
会
直
営
の
単
位
ク

ラ
ブ
と
し
て
発
足
さ
せ

ま
し
た
。

地
域
を
越
え
て
目
的

に
賛
同
し
た
若
手
が
加

入
す
る
こ
の
「
昭
和
青

年
ク
ラ
ブ
」
は
、
年
１

回
の
研
修
旅
行
と
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
、

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り

防
止
の
た
め
に
行
っ
て

い
た
「
ね
ほ
だ
れ
大
会

（
悪
意
の
な
い
ホ
ラ
、
デ

タ
ラ
メ
な
演
技
等
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る

大
会
）」
へ
の
出
演
参
加

な
ど
『
目
標
と
信
念
』

を
持
っ
て
活
動
を
展
開
、

13
人
だ
っ
た
会
員
は
現

在
25
人
に
な
っ
て
い
ま

す
。

━
若
手
委
員
会
・

　

 

昭
和
青
年
ク
ラ
ブ
の

　

 �

思
い
出
話
━

高
畠
町
老
連
で
は
平

成
27
年
度
に
み
ず
ほ
福

祉
財
団
助
成
で
「
介
護

予
防
・
健
康
づ
く
り
支

援
事
業
」
を
受
託
、
若

手
会
員
が
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
工
夫

若手リーダー育成功労賞を受
賞した伊澤良治さん（高畠町）

きららクラブ山形 10第39号
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若手委員会の仲間（同級生です）
（左から）我妻由美子さん、
伊澤良治さん、須藤のり子さん

平成 27 年度みずほ助成「老ク介護予防・健康づくり支援事業」の活動

し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、「
男
の
料

理
教
室
」
や
「
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
」
な
ど
。「
男

の
料
理
教
室
」
で
は
、

寒
ダ
ラ
を
１
匹
裁
い
て

寒
ダ
ラ
汁
を
作
っ
た
の

で
す
が
、
調
理
経
験
豊

富
な
女
性
会
員
に
叱
咤

激
励
を
受
け
な
が
ら
調

理
す
る
こ
と
な
っ
た
男

性
会
員
。「
家
に
い
て
も

こ
こ
に
来
て
も
女
性
は

強
い
」
と
思
っ
た
そ
う

で
す
。

ま
た
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
は
若
い
頃
を
思
い
出

し
て
プ
レ
ー
し
て
み
た

が
、
気
持
ち
は
若
く
て

も
体
が
高
齢
期
に
な
っ

て
い
る
た
め
思
う
よ
う

に
プ
レ
ー
で
き
な
か
っ

た
な
ど
…
…
思
い
出
話

は
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
う

で
す
。

━
仲
間
と
語
る
、

　
 �

若
手
委
員
会
━

若
手
委
員
会
発
足
当

時
か
ら
の
仲
間
で
、
副

委
員
長
の
我
妻
由
美
子

さ
ん
と
県
老
連
女
性
委

員
長
の
須
藤
の
り
子
さ

ん
は
伊
澤
さ
ん
の
同
級

生
。
若
手
委
員
会
の
仲

間
３
人
に
こ
れ
か
ら
若

手
委
員
会
を
聞
い
て
み

ま
し
た
。

━
こ
れ
か
ら
の

　

 

若
手
委
員
会
に

　

 �

思
う
こ
と
━

伊
澤
さ
ん
が

考
え
る
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
減

少
の
理
由
は
「
役

員
に
な
り
た
く

な
い
」
と
い
う
人

た
ち
が
多
い
と

い
う
こ
と
。
役

員
に
な
る
と
会

議
や
行
事
へ
の
参
加
な

ど
面
倒
な
こ
と
が
多
い

が
、
実
は
面
倒
な
こ
と

は
若
手
世
代
に
と
っ
て

「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
」

だ
っ
た
り
す
る
。
若
手

委
員
会
と
は
「
老
人
ク

ラ
ブ
の
担
い
手
で
あ
り
、

仲
間
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
駆
使
し
最
終
的
に

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
た
め
に
存
在
す
る
」

と
の
こ
と
。

仲
間
の

我
妻
さ
ん

や
須
藤
さ

ん
も
「
次

の
時
代
の

こ
と
を
考

え
て
若
手

の
時
か
ら

活
動
す
る

と
思
い
き

り
楽
し
め

る
し
、
地

域
貢
献
も

で
き
る
。

次
の
世
代

の
人
た
ち

に
将
来
は

私
た
ち
も

面
倒
見
て
も
ら
い
た
い

か
ら
今
を
頑
張
っ
て
い

る
」
と
話
す
。
地
域
の

先
輩
後
輩
や
そ
の
夫
婦

に
加
入
を
呼
び
か
け
て

き
た
３
人
、
高
齢
期
に

な
り
子
ど
も
の
頃
や
学

生
時
代
を
一
緒
に
過
ご

し
た
仲
間
と
、
再
び
地

域
で
活
動
で
き
る
こ
と

の
喜
び
を
知
り
充
実
し

た
活
動
を
し
て
い
る
。

きららクラブ山形11 第39号
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きららクラブ山形 12第39号

士
の
対
戦
が
あ
っ
た
り
、

普
段
は
仲
間
な
の
に
ラ
イ

バ
ル
に
な
る
瞬
間
も
あ
り

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
優
勝
は
、
鶴

岡
市
の
「
第
５
学
区
男
子

チ
ー
ム
」、
準
優
勝
は
長

井
市
の
「
草
岡
Ｃ
」、
３

位
は
遊
佐
町
の
「
高
瀬
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
」
で
し
た
。

　

詳
し
い
成
績
・
結
果
は

本
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

10
月
10
日
（
木
）、
山

形
県
総
合
運
動
公
園
「
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
」
で
公
式
ワ

ナ
ゲ
全
国
交
流
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
か
ら
会
場
を
変

更
し
て
、
選
手
・
補
欠
の

み
な
ら
ず
応
援
に
来
た
仲

間
も
十
分
に
楽
し
め
る
よ

う
競
技
会
場
の
レ
イ
ア
ウ

ト
も
変
更
し
ま
し
た
。

　

選
手
・
補
欠
の
参
加

は
１
９
３
名
、
応
援
者
と

事
務
局
引
率
の
参
加
も

含
め
る
と
約

２
５
０
名
で
、

今
回
は
残
念

な
が
ら
県
外

チ
ー
ム
の
参

加
が
な
く
県

内
46
チ
ー
ム

で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し

た
。

　

午
後
の
決

勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
出
場

す
る
た
め
に
、

午
前
の
部
は

そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ト
で
あ

ら
か
じ
め
組

第
17
回
公
式
ワ
ナ
ゲ
全
国
交
流
大
会

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
続
出
の

白
熱
戦

み
合
わ
せ
さ

れ
た
チ
ー
ム

と
の
試
合
を

開
始
。
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
が

出
る
た
び
に

歓
声
が
あ
が

り
、
ラ
イ
バ

ル
た
ち
の
奮

闘
ぶ
り
に
そ

れ
ぞ
れ
選
手

も
刺
激
さ
れ

た
よ
う
で
、

今
回
の
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
は

13
名
に
な
り

ま
し
た
。
そ

の
う
ち
１
人

が
３
ゲ
ー
ム
オ
ー
ル
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
を
獲
得
！　

第

13
回
大
会（
令
和
元
年
度
）

以
来
の
２
人
目
と
な
り
ま

す
。

　

午
後
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
は
上
位
16
チ
ー
ム
が

進
出
。
そ
の
場
で
組
み
合

わ
せ
抽
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
回
戦
や
準
決
勝
で

は
、
同
じ
市
か
ら
出
場
し

て
い
る
チ
ー
ム
同
士
が
対

戦
し
た
り
、
同
じ
地
区
同

１・３・５コートの試合

２・４・６コートの試合
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能
登
半
島
地
震
救
援
拠
金
・
協
力
金
報
告

令
和
６
年
元
旦
に
発

生
し
た
「
能
登
半
島
地

震
」、
す
ぐ
に
全
老
連
の

呼
び
か
け
に
よ
り
災
害

救
援
拠
金
と
し
て
本
会

も
賛
同
し
市
町
村
老
連

へ
の
呼
び
か
け
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
１
回
目
を

４
月
30
日
に
10
市
町
村
の

協
力
分
88
万
４
９
５
５
円

（
前
号
に
記
載
）
を
送
金

し
、
２
回
目
は
５
月
１
日

以
降
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
８
市
町
村
分
38
万 

１
９
０
７
円
を
８
月
30
日

に
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

本
県
で
の
災
害
救
援
拠
金

の
総
額
は
１
２
６
万 

６
７
６
２
円
に
な
り
、
ま

た
全
国
で
は
、
総
額
２
億 

１
５
４
０
万
円
が
集

ま
っ
た
こ
と
を
全
老
連

よ
り
報
告
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
災
害
救

援
拠
金
は
、
全
老
連
よ

り
被
災
さ
れ
た
石
川
県
、

富
山
県
、
新
潟
市
、
新

潟
県
、
福
井
県
へ
配
分

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

【
５
月
１
日
以
降
の

　
協
力
老
連
】

遊
佐
町
、
山
辺
町
、
南

陽
市
、
河
北
町
、
鶴
岡
市

鶴
岡
支
部
（
２
回
目
）、

米
沢
市
、
白
鷹
町
、
長
井

市

①
能
登
半
島
地
震
災
害
救
援
拠
金
へ
の

　
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

②
持
続
可
能
な
運

営
の
た
め
の
協

力
金
の
ご
報
告

全老連の総額

2 億 1540 万円
山形県老連の総額

126 万 6762 円

県
老
連
の
会
費
減
収
や

補
助
金
の
一
部
が
終
了
見

込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
会
運
営
が
不
安
定
と
な

り
令
和
６
年
１
月
か
ら
会

員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
「
協
力

金
」
は
、
お
か
げ
様
で
令

和
６
年
度
９
月
末
で
60
万 

４
６
０
円
を
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
の
心
遣
い
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
老
連
は
今
後
も
継
続

的
に
協
力
金
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
て

い
る
協
力
金
は
、
本
会
の

事
業
の
一
部
と
し
て
大
事

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

きららクラブ山形 14第39号

先生、
おしぇーでけろ！

『公式ワナゲＱ＆Ａ』

　このコーナーでは、公式ワ
ナゲの「いまさら聞けない！
いつも疑問に思うこと」をワ
ナゲの先生が特別指導をして
くれるコーナーです。

今
回
の
質
問
者
さ
ん
は
？

質
問
者
：
Ｆ
さ
ん

得
点
の
計
算
が
イ
マ
イ
チ
わ
か
り

ま
せ
ん
。
輪
の
入
っ
た
と
こ
ろ
の
数

字
が
得
点
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
な

ぜ
30
点
に
な
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

回
答
：
ワ
ナ
ゲ
先
生

　

よ
く
あ
る
質
問
に
「
な
ぜ
、
公
式

ワ
ナ
ゲ
台
の
数
字
は
バ
ラ
バ
ラ
に
書

か
れ
て
あ
る
の
？
」と
聞
か
れ
ま
す
。

実
は
、
公
式
ワ
ナ
ゲ
の
お
も
し
ろ
さ

が
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

公
式
ワ
ナ
ゲ
の
台
に
は
、

上
の
段
の
左
か
ら
「
４
・

９
・
２
」、
中
の
段
「
３
・

５
・
７
」、
下
の
段
「
８
・

１
・
６
」
と
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
は
、縦
、横
、

斜
め
１
列
に
３
つ
の
数

字
を
足
す
と
、
ど
こ
か

ら
計
算
し
て
も
「
15
点
」

に
な
る
の
で
す
が
、
公

式
ワ
ナ
ゲ
で
は
、縦
、横
、

斜
め
の
い
ず
れ
か
１
列

に
並
ん
だ
場
合
、「
15
点
×
２
」
と

計
算
し
ま
す
。
な
の
で
、
上
の
段
の

左
か
ら
「
４
・
９
・
２
」
に
入
っ
た
場

合
、
15
点
で
は
な
く
30
点
と
数
え
ま

す
。

　

１
列
に
輪
が
入
っ
た
こ
と
を
「
列

得
点
」
と
言
い
、
こ
の
列
得
点
に
入

ら
な
か
っ
た
輪
は
、
下
に
表
示
さ
れ

て
い
る
数
字
を
そ
の
ま
ま
得
点
と
し

て
数
え
ま
す
。
こ
れ
を
「
他
得
点
」

と
言
い
ま
す
。
列
得
点
と
な
る
列
が

い
く
つ
あ
っ
た
か
、
そ
の
他
の
得
点

は
何
点
か
を
確
認
し
て
総
合
計
を
出

す
の
で
す
。

例
：「
４
・
５
・
６
」
に
入
っ
た
場
合
、

４
+
５
+
６
×
２
＝
30
と
そ
の
他
に

８
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
他
得
点
８

点
、
総
合
計
は
38
点
と
な
り
ま
す
。一列に輪が入る「列得点」
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故
郷
・
大
石
田
町
で

故
郷
・
大
石
田
町
で

地
域
貢
献

地
域
貢
献

大
石
田
町
は
山
形
県

の
北
東
部
に
位
置
す
る

人
口
約
６
０
０
０
人
の

町
で
す
。
最
上
川
が
町

内
を
流
れ
て
お
り
、
昔

は
舟
運
で
栄
え
て
お
り

ま
し
た
。
大
石
田
の
南

に
は
最
上
川
三
難
所
が

あ
る
た
め
、「
大
石
田
河

岸
」
と
い
う
最
上
川
舟

運
最
大
の
舟
着
場
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。

町
の
特
産
品
と
し
て

は
米
や
ス
イ
カ
、
そ
し

て
「
そ
ば
」
が
あ
り
ま
す
。

特
に
そ
ば
は
有
名
で
環

境
省
か
お
り
風
景

１
０
０
選
に
「
大
石
田

町
そ
ば
の
里
」
が
選
ば

れ
て
お
り
、
町
内
に
は

複
数
の
手
打
ち
そ
ば
屋

が
軒
を
連
ね
、
県
内
外

か
ら
訪
れ
る
多
く
の
来

訪
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

大
石
田
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
に
所
属
し
て

い
る
ク
ラ
ブ
数
は
10
ク

ラ
ブ
で
、
３
６
３
人
の

会
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
を

自
粛
し
て
い
た
行
事
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
ワ
ナ
ゲ

大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、

会
員
間
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
の
旅
行
も
実
施

さ
れ
、
再
び
活
気
を
取

り
戻
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
９
月
に
は
、

５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の

旅
行
で
、
日
光
東
照
宮

大
沼　

桐と
う
や也
さ
ん

�（
大
石
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

  

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
大
石
田
）

おらほおらほのの

事務局事務局さんさん

笑顔と活気溢れるワナゲ大会

や
大
内
宿
を
訪
れ
、
参

加
し
た
会
員
か
ら
は
「
楽

し
か
っ
た
」
と
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
声
を
聞
く
と
、

事
務
局
と
し
て
の
努
力

が
実
を
結
ん
だ
と
感
じ
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

も
と
も
と
大
石
田
町

出
身
の
私
で
す
が
、
一

時
期
は
県
外
で
生
活
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
石
田
町
に
戻
っ

て
き
た
際
に
縁
が
あ
っ

て
今
の
場
所
で
働
き
始

め
ま
し
た
。
生
ま
れ
育
っ

た
町
で
あ
る
た
め
町
内

の
事
情
に
も
詳
し
く
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
も
「
大

沼
さ
ん
ち
の
だ
べ
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
の
優
し
さ
も
あ
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
、
す
ぐ

に
事
務
局
と
し
て
受
け

入
れ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

今
年
４
月
か
ら
正
式

に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
事
務
局
と
し
て
働
き

始
め
た
た
め
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
や
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、
ま
だ
ま

だ
手
探
り
で
す
が
少
し

ず
つ
勉
強
し
て
お
り
ま

す
。私

の
モ
ッ
ト
ー
は
「
ど

ん
な
と
き
で
も
楽
し
む
」

で
す
が
、
こ
の
仕
事
を

し
て
い
る
と
き
は
「
ど

ん
な
と
き
で
も
楽
し
ん

で
も
ら
う
」
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
今
後

も
町
の
高
齢
者
の
生
活

が
豊
か
で
楽
し
い
も
の

に
な
る
よ
う
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

本紙発行に際しまして、ご協賛いただきましたスポンサー各位に対し、厚く御礼申し上げます。
今後も倍旧の御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 スポンサーへの御礼

　

会
報
に
「
お
ら
ほ
の
事
務
局

さ
ん
」
を
掲
載
し
て
12
回
目
、

市
町
村
老
連
の
事
務
局
さ
ん
た

ち
が
各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
に
寄
り
添
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

市
町
村
老
連
の
事
務
局
は
、
会

議
や
健
康
づ
く
り
の
行
事
な
ど

開
催
す
る
た
び
に
何
日
も
か
け

て
準
備
を
行
い
、
行
事
の
当
日
は

座
る
暇
も
な
く
動
き
回
り
、
役
員

や
会
員
の
話
な
ど
を
聞
き
な
が

ら
ア
レ
も
コ
レ
も
と
世
話
を
や
い

て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

県
老
連
（
私
）
が
行
事
に
お
呼

ば
れ
し
た
と
き
、
少
し
だ
け
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
あ
る

の
で
す
が
、
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ま
た
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
と
思
い
な
が
ら
も
「
お
手
伝

い
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
思

う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
事
務
局
さ

ん
と
役
員
が
家
族
の
よ
う
に
仲

睦
ま
じ
く
や
り
取
り
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
る
と
、「
市
町
村
老

連
事
務
局
の
存
在
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
だ
な
」
と
つ
く
づ

く
思
う
の
で
す
。
一
人
悩
み
迷
う

こ
と
も
多
い
老
ク
連
の
事
務
局
、

私
た
ち
県
老
連
も
市
町
村
老
連

の
事
務
局
と
常
に
連
携
を
取
り

な
が
ら
協
力
体
制
を
強
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
歩
）

編編  

集集  

後後  

記記

見せて下さい

あなたの作品

申込応募票の
お問い合わせ先

社会福祉法人 山形県社会福祉協議会
一般社団法人 山形県老人クラブ連合会

電話 023-622-5805　FAX 023-622-5866
電話 023-622-5601　FAX 023-622-5606

令和7年2月14日（金）～16日（日）
AM10：00〜 PM5：00
（最終日はPM3：00まで）

会　期会　期

山形美術館　山形市大手町1-63　
　　　　　　電話023-622-3090会　場会　場

山形県
山形県社会福祉協議会
山形県老人クラブ連合会

主　催主　催

高齢者の創作した日本画・洋画・彫刻・
工芸・書・写真の6部門

募集募集
  内容  内容

「作品募集票」については下記までお問い合わせください。

令和7年1月10日（金）締　切締　切専用の「作品募集票」に必要事項
を記入の上、郵送またはFAXにて
お申し込みください。

申込申込
� 方法� 方法

特に定めないテーマテーマ

県内在住で、昭和41年4月1日以前に
生まれたアマチュアの方

応募応募
� 資格� 資格

出品点数及び出品作品：出品点数は、各部門を通じ１人１点とし、出品作品は出品者本人であり、
かつ個人により創作された未発表作品とする。又応募資格年齢に達した以降の作品とする。

出品点数出品点数
および出品作品および出品作品

美術展作品募集美術展作品募集第33回山形県健康福祉祭第33回山形県健康福祉祭
ときめきねんりんピック2024ときめきねんりんピック2024

山形県福祉祭（ときめきねんりんピック2024）『美術展』が山形美術館で開催されます。山形県福祉祭（ときめきねんりんピック2024）『美術展』が山形美術館で開催されます。

きららクラブ山形 16第39号

第39号
令和6年11月

きららクラブ山形

〒990-0021 山形市小白川町2-3-31 県総合社会福祉センター 2階
tel （023）622-5601  fax （023）622-5606
ホームページ https://www.kirara-yamagata.or.jp
E-mail yrouren@poplar.ocn.ne.jp

山形県老人クラブ連合会
一般社団法人

（編集・印刷）株式会社ニチコミ　
　　　　　　☎03-5718-3900 http://www.nichicomi.com

会

報


